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中学校での ｢イオン｣概念の導入実践

一大学と教育現場との連携-

Introductionof"IonConcept"intoJumiorHighSchooIEducation

長南 幸安*･斉藤 由佳**･近村 和律**･斎藤 捷-*
YukiyasuCHOUNAN'･YukaSAITO''･KazunoriCHIKAMURA'' ･Sh6ichiSAITO'

【論文要旨】

本稿は平成14年度より新学習指導要領の完全実施に伴い､理科教育の中で問題として指摘されている ｢イ

オン｣項目の削除に関連して､実験や調査発表を通して ｢イオン｣の概念の導入を弘前大学教育学部で取 り

組まれている､大学と教育現場の連携の中でとりあげた実践授業の詳細の報告である｡

今回の授業実践では､選択教科や総合的な学習の時間などを利用してのイオンの導入を考え､体験的な内

容からイオンの発展的な学習までを取り入れる授業を考えたO
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1.はじめに

平成14年度より新学習指導要領の完全実施が

はじまった｡今回の指導要領改正のポイン トは､

｢確かな学力 ｣育成のため､『総合的学習の時間

の創設』と ｢選択学習の幅の拡大｣が導入された

点である｡本学部附属校においても､それに対応

した総合的学習や選択学習の授業が実施されてい

る｡特に､一昨年から附属中学の ｢選択理科｣の

授業を､学部教員の指導のもとで大学院生や学部

学生がチームティーチングや授業を担当すること

で進めている｡

大学院生は各自の専門分野から教材研究を重ね

て ｢わかる ･楽しい授業と実験｣を目指し教材内

容の検討 ･精選すると同時に､生徒との好ましい

関係を試行する教師像を模索する実践として実施

されている｡またこの試みは､大学と教育現場と

の連携を深め､共同研究を推進するステップと位

置づけられている｡

今回は中学校理科において､1950年代より一貫

して学習してきた ｢イオン｣概念の学習内容が高

校-移行され､現場教員や有識者から問題視され

ているテーマに関して､再度中学校理科-の導入

を試みる大学院生の実践授業として行われた｡そ

の全容を報告する｡

2.授業の方法

附属中学校との連携では､選択理科において前

期は大学院生が､後期は学部 2年生が主体となっ

て授業を担当する形で行われているO大学 (大学

院)の講義において､教育現場-出向いての展開

は実践的学習方法として非常に効果的であるが､

教育実習などを除き開講されにくかった｡理科教

育教室では､大学院生には教育現場での再教育､

学部2年生-は3年次実習-の橋渡し的な位置づ

けで連携授業を実施している｡また､附属小学校

とは､チームティーチングとして参加し､連携授

業を展開しているが､今回は中学校での取 り組み

について紹介する｡

弘前大学教育学部附属中学校での総合的学習の

一種として取り組まれている ｢選択理科｣を履修

した3年生､男女20名の生徒に対し､｢天然色素

を使った酸とアルカリの実験｣をテーマとする授

業を2時間×4回 (4週)実施した｡

時間配分としては

1週目 教師側からの提案実験
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2週目 生徒主体の応用実験

3週目 発展的な学習からのまとめの時間

4週目 パワーポイントでの発表の時間

と計画を立てた｡

附属中学校との事前協議の中で,要望として自

ら学び考えることをテーマに､1時間目の導入実

験から2時間目は生徒が自分たちで発展的な実験

に考えて取 り組み､3時間目にはその考察も含め､

まとめていくという学習と続き､4時間目には自

分の実験の内容を発表するといった発表力をつけ

るというものを授業の流れとして考えた｡

3.授業内容卜 8)

1週目 教師側からの提案実験

紫キャベツの煮汁を使い､メスシリンダー中に

薬品でpH勾配をつくり､色の帯をつくり観察す

る｡また､色の変化と共にpH試験紙を用いた実

験により､pHの概念と指示薬による色の変化と

を結び付けて学習する｡考察として､天然の色素

について構造を含めて学習した｡

授業では､ワークシー トを用いて学習を進めて

いった｡
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図 1授業で使用したワークシート①

図2 授業で使用したワークシート②

2週目 生徒主休の応用実験

発展的な学習として､生徒自身が身近な植物､

野菜や果物の天然色素について調べるよう働きか

け､指示薬を自分でつくる｡目的､実験方法､考

察も含めて生徒が考える生徒主体の実験を行う｡

実験の記録として各自が方法､結果をまとめなが

ら記録する｡

図3 生徒の実験計画書①

図4 生徒の実験計画書②

3週目 発展的な学習からのまとめの時間

酸性 ･アルカリ性の概念を実験での色の変化で

はなく化学式という別の方向から性質をとらえる

ということで､アレニウスの定義から 『イオン』

の概念を学び､中和の考えを踏まえた実験の発展

的考察をしたその後､パワーポイン トを使用して､

生徒が自分で行った実験について今までの学習を

含めてまとめる時間をとる｡
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図5 授業で使用したワークシート③

写真 1 3週目の授業の様子
アレニウスの定義をメスシリンダーの中の現象と
照らし合わせて学習する｡

4過日 パワーポイントでの発表の時間

生徒がパワーポイントを操作し､効果的でわか

りやすい内容を心がけて発表を行う｡

4.授業の結果

今回の実験を通して､まず 1時間目では､実験

を通して身近な植物から指示薬をつくることがで

きること､また天然色素について (特にアントシ

アニンについて)を学んだ｡また､この美しい色

の変化を視覚的に見ることと､pH試験紙での実

験と組み合わせることで､酸性度の違いを実感し

てもらえたのではないかと思う｡

現行の指導要領では､小学校6年生理科､中学

校で基本的な酸性 ･アルカリ性の概念は取り上げ

られる｡しかし､酸性度の違いによる色の変化や､

リトマス紙が天然の色素による指示薬だというこ

とも知らない生徒が多く､このような直接､天然

色素を使用した実験を経験したことがある生徒は
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少ない｡身近な概念である酸 ･アルカリを身近な

指示薬を使って視覚的に捕らえることは､生徒が

化学の関心をもつきっかけになったと考えられ､

生徒自身がとても興味をもって取り組んでいた｡

また､1週目の最後には次の週での実験内容を

考える時間をとった｡実際に色素についての学習

の後に計画を立てたことで､より身近なものの色

素の存在に関心をよせ､紫キャベツのような指示

薬になるのかということを積極的に考えている様

子が見られた｡

写真2 1週目の実験の結果(彰
紫キャベツの煮汁によるpH勾配をつけた結果

写真3 1週目の実験結果②
色の帯を抽出し､色の変化からpH試顔紙を用いた実
験でpH試験紙と実鼓の結果を結びつけて学習して
いた｡

2時間目の実験では､積極的に各自が思い描い

た試料を持ちより､実験を行った｡自分で調べた

色素を含んだものや､新たに違う身近な野菜や果

物､植物を持ってきて実験を行っていた｡目的を

持ち､方法を工夫して､自発的に実験を行ってい

た｡
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写真4 2週日の美食結果
生徒の葛材による美浜の結果

また､実験後の考察においても色素について自

ら興味を持ち､下図のように各自調べ学習に取り

組み､まとめに役立てている様子が見られた｡
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図6 生徒が調べた学習の内容

3時間目では､イオンの概念について学習した｡

イオンは中学校では現在取り扱っていないが､選

択理科ということで発展学習という形で扱った｡

その際､中和については中学校 1年生で学習して

いるのでその考え方をイオンの概念を使って､ア

レニウスの定義から説明し､最終的には今回の実

験の内容を､化学式､イオンの考え方から中和の考

えに発展させ､現象を説明できるという段階まで

学習した｡自らの体験と結び付けでの新しい概念

の学習は化学式を使うということの嫌悪感の減少

や､知識の定着にも役立つのではないかと感じた｡

その後､後半の時間ではパワーポイントを使い､

イオンの概念を含めて発表に向けてまとめる学習

をしていた.

4時間目では､生徒が使用したパワーポイント

での発表を行った｡図7にもあるように各自が目

的から実験結果､考察までをまとめている｡

多くの生徒の感想として､もっと他の植物で

やってみたいというものや､色素について調べた

いというものがあった｡

また､pHの概念についてまとめている生徒も

おり､概念の導入としても効果があったと思われ

る｡

図 7 生徒の作成したパワーポイント

5.授業の考察

本年度の化学分野のこの授業は､天然色素を用

いた実験で､鮮やかな色の変化を生じ､生徒が自

身の眼で確認できる変化として捉えることが出来

たため､興味を持って積極的に取り組め､実験に

対する態度が一段と集中していた｡特に授業時間

の3割削減を受けて理科の授業における実験の取

り扱いは極めて厳しい状況であることからも､実

際に自分で考え､目的を持ち､方法を工夫し､実

験結果を得るということは､生徒にとっても考察

がしやすい｡最後にレポートがわりに提出された

パワーポイントを見ても､それぞれがそれぞれの

考えに基づき､より効果的なパワーポイントを作



中学校での ｢イオン｣概念の導入実践

り上げていた｡その結果からもまとめるという作

業自体が知識の定着という面で効果的であり､ま

た発表をし合う中で表現力などの力も育成されて

いくと感じた｡

題材として取 り上げた ｢イオン｣に関しても､

教科書の内容を具体的 ･明確に理解するためには

必要である｡このような実験を通して生徒自身が

体験した後に結び付けて学ぶことができるのは必

要ではないかと思われる｡
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